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1. SDGsを意識した取組の現状と経緯

3. 取組の進め方

■取組の現状
・エコアクション２１（EA21）に基づいた環境経営を継続。生産

の効率化、高効率設備への更新、生産資源の有効活用、不良品
削減などに取組んでいる。

・５S活動を継続し、年2回の安全パトロールの実施や、EV車製造
企業への協力、地域公共交通システムの維持活動への支援など
も行っている。

■取組を始めた経緯
・EA21の更新審査の際
にSDGsの重要性につ
いて知り、勉強を始め、
環境経営方針にSDGs
への取組を加えた。

・担当者がSDGs講習会等に参加し、SDGsについての知識を得た。

・SDGsのためだけに新たなことを始めようとせず、まずは今行っ
ている活動が17項目のうちのどれに該当するかを考えた。

2. SDGsを意識した取組の意義・効果・変化

■取組の意義
・製造業は、自然環境に確実に負の影響を与えている。その影響

を最小限にすることは当然のことと捉えている。

・SDGs活動に積極的に取組むことにより、持続可能な社会の実現
に貢献できると考えている。

■取組の効果、変化
・環境経営レポートやSDGsの取組が、地域のFM局などで取り上
げられ、エコロジカルに仕事をしている企業として知名度が上
がった。

・従業員の視野が広がり、自身の活動の結果が世界につながって
いると感じるようになった。

SDGsを意識した具体的な取組例

製造業として、環境負荷の最少化は当然のこと

環境への取組が紹介され、エコロジカルに仕事をする
企業として知名度がアップ


